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よ
り
充
実
し
た

公
民
館
活
動
を
実
践
す
る
た
め
に

　

5
月
15
日
に
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

で
、「
と
も
に
学
び
あ
う
場
・
ふ
れ
あ

う
場
」と
し
て
の
公
民
館
を
再
確
認
し
、

公
民
館
活
動
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
市
公
民
館
大
会
が
開
催
さ

れ
、
関
係
者
を
は
じ
め
約
３
５
０
人
が

参
加
し
た
。

　

大
会
の
中
で
行
わ
れ
た
公
民
館
活
動

功
労
者
表
彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
。

　

▼
元
柏
原
地
区
公
民
館
長　

　
　
　
　
　

中
島　

清
明
さ
ん

　

ま
た
、
本
年
度
で
3
回
目
と
な
る
地

区
公
民
館
報
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。
受

賞
し
た
地
区
公
民
館
は
次
の
と
お
り
。

　

▼
最
優
秀
賞　

豊
里
（
穂
高
）

　

▼
優
秀
賞　
　

野
沢
（
三
郷
）

　
　
　
　
　
　
　

上
堀
（
堀
金
）

　

今
回
、
初
め
て
応
募
し
た
公
民
館
も

あ
り
、
今
後
も
多
く
の
公
民
館
に
応
募

　

事
例
発
表
に
引
き
続
き
、
長
野
市
安

茂
里
公
民
館
長
の
宮
下
健
司
さ
ん
を
講

師
に
「
ム
ラ
の
生
活
と
伝
統
文
化
の
継

承
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　
「
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
に
日
本

は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
が
、
農

村
は
変
貌
し
、
近
代
化
に
よ
っ
て
得
た

利
便
さ
を
代
償
に
失
わ
れ
た
も
の
は
大

き
い
」
と
、
宮
下
館
長
は
冒
頭
で
語
っ

て
い
た
。

　

続
い
て
「
伝
統
を
守
る
」
と
い
う
こ

と
は
「
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
後
継
者

（
子
ど
も
）
を
育
て
る
こ
と
」
で
あ
り
、

伝
統
文
化
の
継
承
と
は
、
技
や
様
式
だ

け
で
な
く
、
精
神
の
継
承
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

表
彰
式
後
、
島
新
田
地
区
公
民
館
の

腰
原
正
己
さ
ん
に
よ
る
事
例
発
表
が
行

わ
れ
た
。
従
来
あ
る
事
業
の
継
続
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
事
業
も
展
開
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
、
分
か
り
や

す
く
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

安
曇
野
市
で
も
、
少
子
高
齢
化
な
ど

が
進
み
、
伝
統
文
化
の
継
承
は
困
難
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
と
祭
り
や
行
事
な
ど
を
行
い
「
い
つ

ま
で
も
心
に
残
る
楽
し
い
ふ
る
さ
と
の

思
い
出
」
を
一
緒
に
つ
く
る
こ
と
で
、

伝
統
文
化
は
継
承
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
「
安
曇
野
市
公
民
館
の
理
念
」
の
一

つ
に
「
事
業
の
継
続
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
時
代
に
即
し
た
も
の
に
発
展
さ

せ
ま
す
。」
の
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
は
、
時

代
の
変
化
を
受
け
入
れ
、
新
陳
代
謝
を

図
り
な
が
ら
、
伝
統
文
化
の
継
承
を
し

て
い
く
こ
と
が
地
域
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

表彰式の様子

講演会の様子

第
10
回
安
曇
野
市
公
民
館
大
会

継
承
へ
の
思
い

講
師
　
長
野
市
安
茂
里
公
民
館
長
　

宮
下  

健
司  

氏

安曇野市

中央公民館
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5
月
22
日
、
穂
高
公
民
館
で

「
新
緑
の
富
士
尾
山
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
と
自
然
観
察
会
」
を
実
施
し
、
35

人
が
参
加
し
た
。
講
師
の
安
曇
野
緑
の

会
の
小
河
深
美
さ
ん
か
ら
植
物
を
中
心

に
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
満

願
寺
上
方
の
登
山
口
か
ら
富
士
尾
山
山

頂
ま
で
の
約
6
㌔
を
5
時
間
ほ
ど
か
け

て
往
復
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
色
鮮
や
か
な

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
咲
く
尾
根
道
を
、
時

折
木
々
の
合
間
か

ら
見
え
る
眼
下
の

安
曇
野
の
眺
望
を

楽
し
み
な
が
ら
歩

き
、
参
加
者
一
同

新
緑
の
里
山
の
自

然
を
十
分
満
喫
し

た
。

　

堀
金
地
域
子

ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
は

6
月
4
日
、
堀

金
総
合
体
育
館

で
子
ど
も
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会

を
開
い
た
。
堀

金
地
域
9
地
区

の
子
ど
も
会
育

成
会
が
、
親
睦

と
交
流
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

編
成
は
1
・
2
年
生
の
部
、
3
・
4

年
生
の
部
、
5
・
6
年
生
の
部
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
男
女
混
成
の

20
人
程
度
の
チ
ー
ム
を
3
班
つ
く
り
対

戦
し
た
。
家
族
や
友
達
が
見
守

る
中
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
受

け
た
り
、
逃
げ
回
っ
た
り
、
歓

声
を
上
げ
熱
中
し
て
い
た
。（
山

東
路
）

行
事
の
安
全
な
開
催
と
、
緊
急
時
の

心
構
え
に
と
、
新

年
度
の
初
め
に
行

わ
れ
る
。
参
加
者

の
4
割
は
複
数
回

の
受
講
経
験
が
あ

り
、
公
民
館
活
動

へ
の
熱
意
が
伺
え

る
講
習
会
で
あ
っ

た
。（
山
東
路
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
明
科
支
部

は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
交
流
会

を
5
月
31
日
に
行
い
、
参
加
者

54
人
で
新
緑
の
旧
国
鉄
廃
線
敷

を
歩
い
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
を
、
時
々
歩
い
て
い
る

と
い
う
一
組
の
夫
婦
は
、
群
を
抜
い
て

早
々
と
小こ
ひ
な
た
ぐ
ち

日
向
口
を
通
過
し
、
け
や
き

の
森
へ
と
歩
い
て
い
っ
た
。

　

中
に
は
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
を
構
え
、
ゆ
っ

く
り
と
2
・
4
㌔
を
楽
し
む
よ
う
に
歩

く
人
も
い
た
。

　

け
や
き
の
森
で
は
、冷
え
た
お
茶
で

喉
を
潤
し
、し
ば

ら
く
の
交
流
を

深
め
た
。

　

昼
頃
、達
成
感

に
浸
り
な
が
ら

明
科
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
あ

い
り
す
」に
到
着

し
た
。

　

三
郷
公
民
館
は
6
月
4
日
、
公
民
館

役
員
や
希
望
者
を
募
り
、
同
館
講
堂
で

「
普
通
救
命
講
習
会
」
を
開
い
た
。

　

梓
川
消
防
署
の
3
人
の
署
員
を
講
師

に
、
34
人
が
参
加
し
て
3
時

間
の
講
習
と
実
技
指
導
を
受

け
た
。

　
「
普
通
救
命
講
習
会
」
は
、

　

6
月
4
日
の
午

前
中
に
開
催
さ
れ

た
、
豊
科
公
民
館

主
催
の
「
楽
し
い

菊
作
り
講
座
」は
、

毎
年
大
好
評
。
本

年
は
、
大
菊
3
本

仕
立
て
に
挿
し
芽
か
ら
挑
戦
し
て
い

る
。
全
6
回
の
3
回
目
、
挿
し
芽
を
し

た
苗
を
持
ち
寄
っ
て
始
ま
っ
た
。
立
派

に
大
き
く
な
っ
た
苗
も
あ
れ
ば
、
少
々

し
お
れ
て
い
る
苗
も
あ
っ
た
。

　

前
半
の
座
学
で
は
菊
作
り
の
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
摘
芯
の
方
法

を
、
丁
寧
に
学
ん
だ
。
あ
と
１
週
間
ほ

ど
で
適
期
、
し
っ
か
り
覚
え
て
家
で
作

業
を
す
る
。

　

後
半
は
み
ん
な
で
手
を
動
か
し
て
の

作
業
。
赤
玉
土
や
も
み
が
ら
く
ん
炭
な

ど
を
丁
寧
に
混
ぜ
合
わ
せ
た
培
養
土
を

作
る
。
持
参
し
た
鉢
に
土
を
入
れ
て
鉢

上
げ
作
業
。
苗
の
長
い
根
は
ち
ょ
っ
と

ち
ぎ
っ
て
か
ら
植
え
込
む
。
土
を
固
め

た
ら
、
ま
た
土
を
足
し
て
固
め
る
。

　

水
や
り
の
じ
ょ
う
ろ
の
使
い
方
、
こ

れ
も
大
事
で
、
苗
を
傷
め
な
い
よ
う
丁

寧
に
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
光
菊
花
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
５
種
類
の
苗

が
配
布
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な

菊
を
育
て
る
の
は
大
変
だ
が
、

秋
に
き
れ
い
に
咲
く
の
が
楽
し

み
だ
。

花：ヒメジョオン
絵：加々美　豊

里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

廃
線
敷
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

楽
し
い
菊
作
り
講
座

普
通
救
命
講
習
会
開
く

堀
金
子
ど
も
　
　
　
　

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
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地
区
の
周
辺
は
、
市
役
所
、
豊
科

近
代
美
術
館
、
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
き
ぼ
う
」、
豊
科
北
小
学
校
・
豊

科
北
中
学
校
、
南
穂
高
保
育
園
、
豊
科

勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
体
育
館
な

ど
が
あ
り
、
ま
た
常
念
岳
を
仰
ぎ
見
る

こ
と
の
で
き
る
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
住

環
境
の
中
に
あ
る
。

　

新
屋
地
区
は
、細
萱
区
の
中
に
あ
り
、

区
内
に
は
3
つ
の
公
民
館
（
新
屋
・
細

萱
・
殿
村
）
が
あ
る
。
戸
数
は
、
90
戸

余
り
の
小
さ
な
地
域
で
あ
る
。館
長
は
、

子
ど
も
会
育
成
会
の
会
長
を
兼
ね
て
い

る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
和
楽
会
（
老
人
ク

ラ
ブ
）、
祭
太
鼓
保
存
会
、
地
区
総
代
、

民
生
委
員
な
ど
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
常

に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
行

事
の
後
の
慰
労
会
に
も
全
員
が
集
い
、

明
る
い
語
ら
い
が
持
た
れ
る
。

　

豊
科
公
民
館
が
参
加
を
呼
び
掛
け
る

　

明
科
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
明
北
小

学
校
、
明
南
小
学
校
の
児
童
で
編
成
さ

れ
、
現
在
25
人
が
所
属
し
て
い
る
。
40

年
の
歴
史
を
持
つ
。

　

本
年
の
監
督
は
堀
内
朋
孝
（
42
）
さ

ん
で
、
保
護
者
の
代
表
を
丸
山
和
彦

（
41
）
さ
ん
が
務
め
、
責
任
を
持
っ
て

運
営
し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
は
、
毎
週
水
曜
日
の
夜
、
土

曜
日
の
午
前
中
、
日
曜
日
は
１
日
を
練

習
に
あ
て
て
い
る
。
試
合
が
組
ま
れ
た

6
月
12
日
は
、
地
元
の
龍
門
渕
運
動
公

園
で
「
塩
尻
鉢
伏
ク
ラ
ブ
」
と
練
習
試

合
を
行
っ
た
。早
く
か
ら
練
習
を
始
め
、

試
合
に
臨
む
心
構
え
に
つ
い
て
、
コ
ー

チ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
。

　
「
一
試
合
ご
と
に
、
顔
つ
き
が
変
わ

行
事
に
は
全
て
参
加
し
、
地
区
公
民
館

対
抗
球
技
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

は
、
年
配
者
の
活
躍
で
今
ま
で
に
準
優

勝
が
3
回
、
3
位
が
3
回
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
で
は
、
小
学
生
の
頑
張
り
で
優
勝

経
験
が
１
回
、
秋
の
運
動
会
に
は
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
の
協
力
が
あ
っ
て
、

い
つ
も
全
種
目
参
加
。
冬
の
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

は
、
昨
年
は
小
学
生
と
女
性
2
チ
ー
ム

の
32
人
が
参
加
し
て
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
た
。
ま
た
夏
の
楽
し
み
の
催
し
、

あ
づ
み
野
祭
り
で
は
、
昨
年
「
山
車
の

部
」
で
ア
イ
デ
ア
賞
を
い
た
だ
い
た
。

　

地
区
の
主
な
行
事
は
、
5
月
に
隣
接

し
て
い
る
寺
所
・
踏
入
3
地
区
の
合
同

自
転
車
交
通
安
全
教
室
の
後
、
新
入
生

歓
迎
会
（
１
年
生
3
人
が
仲
間
入
り
）、

7
月
に
天
神
祭
で
子
ど
も
た
ち
が
七
夕

短
冊
を
作
り
、
細
萱
洲
波
神
社
に
飾
っ

た
。
9
月
に
は
、
敬
老
祝
賀
会
で
50
人

以
上
の
参
加
者
へ
、
小
学
生
か
ら
手
作

り
の
メ
ダ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ク
イ
ズ

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
12
月
に

は
、
し
め
縄
作
り
講
習
会
、
１
月
の

三
九
郎
で
は
午
前
中
に
和
楽
会
の
指
導

に
よ
る
餅
つ
き
大
会
で
お
年
寄
り
と
一

緒
に
き
ね
を
持
ち
、
あ
ん
こ
ろ
餅
や
き

な
粉
餅
を
作
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感

動
し
た
。

　

公
民
館
活
動
を
通
し
、
地
域
の
活
力

が
つ
き
親
睦
が
図
れ
、
よ
り
多
く
の
人

と
話
が
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
た
。（
館
長　

竹
内　

時
彦
）

り
、
１
ヶ
月
も
た
て
ば
動
き
が
俊
敏
に

な
っ
て
い
る
。
目
に
見
え
て
大
き
く
変

化
し
て
い
く
ん
で
す
」
と
、
母
親
の
丸

山
千
枝
さ
ん
が
語
る
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、
コ
ー
チ
の
父
親

た
ち
か
ら「
足
を
動
か
し
て
い
ろ
」「
止

ま
る
な
」
と
叱し
っ
た咤
激
励
の
声
が
相
次
い

で
飛
ぶ
。
ま
た
難
し
い
球
を
身
を
持
っ

て
補
球
し
た
捕
手
に
は
、
す
か
さ
ず
賞

賛
の
声
が
飛
ぶ
。

　

右
翼
方
面
に
大
き
な
フ
ラ
イ
が
上
が

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
し
た

小
学
6
年
生
の
堀
内
大
輝
君
が
ホ
ー
ム

ベ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
て
、「
嬉
し
か
っ

た
」
と
に
っ
こ
り
。
こ
の
日
は
、
3
試

合
行
い
1
勝
2
敗
。
次
の
試
合
を
目
指

し
て
頑
張
ろ
う
と
げ
き
が
飛
ぶ
。

　

連
絡
先
・
丸
山
和
彦
（
０
９
０
・７
２

４
１
・
３
８
１
０
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

地
区
公
民
館
だ
よ
り

新
屋
地
区
公
民
館（
豊
科
）

明
科
少
年
野
球
ク
ラ
ブ（
明
科
）

あんころ餅作り
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安楽寺大門の松・宝篋印塔

安楽寺　石垣

社会福祉協議会・三郷支部長
布山　則夫さん（三郷）

私
は
一
生
懸
命

　

堀
金
岩
原
の
西
山
山
麓
に
、
旧
安
楽

寺
の
石
垣
が
現
存
す
る
。
明
治
4
年

（
１
８
７
１
）
の
廃
仏
毀
釈
で
松
本
藩

に
よ
り
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
「
安
楽

寺
」
は
、
15
世
紀
末
、
文
明
年
間
の
開

創
と
伝
わ
る
。
永
承
3
年（
１
５
０
６
）

が
没
年
の
開
山
僧
、
南
浦
玄
清
の
記
録

な
ど
が
根
拠
と
さ
れ
る
。

　

旧
大
庄
屋
・
山
口
家
の
南
に
、
参
道

入
口
に
あ
た
る
「
大
門
跡
」
が
あ
り
大

松
も
健
在
で
、
後
に
建
て
ら
れ
た
「
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印
塔
」
が
並
ん
で
い
る
。
付
近
一

帯
は
国
営
公
園
の「
里
山
文
化
ゾ
ー
ン
」

が
開
園
さ
れ
、
近
隣
で
は
、
歴
史
遺
産

の
史
跡
や
時
代
考
証
の
機
運
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。

　

岩
原
地
区
の
尾
日
向
洋
氏
所
蔵
の

「
岩
原
十
勝
巻
」
の
絵
巻
に
往
時
の
安

楽
寺
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
安
楽

寺
の
裏
山
に
岩
原
城
跡
が
あ
り
、
戦
国

社
会
福
祉
協
議
会
の
市
支
部
長
会

の
副
会
長
で
、
三
郷
支
部
長
を
務
め
て

4
年
に
な
る
。
三
郷
中
学
校
同
窓
会
長

で
も
あ
り
、
後
輩
の
支
援
に
余
念
が
な

い
。
三
郷
子
ど
も
会
育
成
会
長
も
歴
任

し
て
き
た
が
、
本
業
は
１
級
建
築
士
で

家
業
の
安
曇
野
設
計
室
代
表
で
あ
る
。

　

地
域
福
祉
の
職
務
に
就
い
て
か
ら
、

や
り
が
い
と
共
に
難
し
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。「
社
協
っ
て
何
」
と
街
角
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
正
解
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
だ
ろ
う
か
。「
社
協
と
い
う
名
前

が
世
間
に
浸
透
し
て
も
、
社
協
に
対
す

る
認
識
は
、
本
質
を
理
解
す
る
ま
で
成

熟
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
問

い
か
け
る
。

　

初
め
ま
し
て
、
本
年
度
か
ら

穂
高
地
区
の
公
民
館
報
記
者
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
取
材
を
行
っ
た
り
、
文
章
を
編

集
し
た
り
す
る
の
は
人
生
で
初
め
て
の

経
験
で
す
。穂
高
生
ま
れ
の
穂
高
育
ち
。

時
代
に
は
、
岩
原
城
主
・
堀
金
氏
の
庇

護
を
受
け
、
山
城
の
防
御
の
一
角
を
し

の
ば
せ
る
高
い
石
垣
が
あ
る
。
岩
原
城

の
防
御
施
設
の
展
開
縄
張
り
図
に
、
安

楽
寺
は
全
長
１
０
０
㍍
高
さ
5
㍍
の
石

垣
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。（
豊
科
郷

土
博
物
館
紀
要
）

　

同
地
区
在
住
で
「
岩
原
自
然
と
文
化

を
守
り
育
て
る
会
」
会
長
の
百
瀬
新
治

さ
ん（
豊
科
郷
土
博
物
館
館
長
）は
、「
荒

廃
し
忘
れ
ら
れ
て
い
く
史
跡
を
、
地
域

の
宝
と
し
て
、
先
人
の
生
き
た
証
と
し

て
残
し
、
今
に
、
そ
し
て
未
来
に
伝
え

た
い
」
と
提
案
し
、
賛
同
し
た
仲
間
が

結
集
し
整
備
を
始
め
た
と
言
う
。

　
「
旧
安
楽
寺
跡
」
と
併
せ
て
、
安
楽

寺
と
関
わ
り
の
深
い
「
岩
原
城
跡
」
の

整
備
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
標
高

９
５
０
㍍
の
城
山
を
登
り
な
が
ら
、
目

印
に
布
テ
ー
プ
を
樹
木
に
縛
り
、
道
な

き
山
道
に
道
筋
を
付
け
て
い
る
。
安
楽

寺
の
敷
地
の
南
方
に
、
寺
院
建
立
に
際

し
地
鎮
の
神
と
し
て
歓
請
さ
れ
た
「
若

宮
稲
荷
」
が
あ
る
。（
東
山
路
）

　
「
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
、
社

会
福
祉
法
人
で
、
民
間
の
公
益
法
人
で

あ
り
行
政
機
関
で
は
な
い
」
と
言
っ
て

も
難
解
な
説
明
だ
と
は
承
知
し
て
い

る
。「
行
政
と
社
協
は
福
祉
の
両
輪
で
、

共
に
社
会
的
弱
者
を
守
る
た
め
、
介
護

な
ど
の
物
質
的
支
援
を
行
い
、
社
協
は

地
域
福
祉
推
進
業
務
を
担
っ
て
い
る
」

と
話
す
。

　

隣
組
長
に
「
社
協
福
祉
員
」
と
し
て

近
所
の
「
見
守
り
」「
声
か
け
」「
報
告
・

相
談
」
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
か
つ
て

「
結
い
」
と
言
っ
て
い
た
農
作
業
の
お

互
い
さ
ま
の
や
り
と
り
を
愛
称
に
「
結

い
っ
こ　

あ
づ
み
ん
」
と
名
付
け
た
。

役
員
が
毎
年
変
わ
っ
て
も
、
連
携
・
協

働
の
精
神
の
育
成
に
は
、
活
動
を
経
験

す
る
人
の
数
が
増
え
る
効
果
は
大
き
い

と
い
う
。

　
「
福
祉
」
を
、【
ふ
】
だ
ん
の
【
く
】

ら
し
の
【
し
】
あ
わ
せ
、と
読
み
説
き
、

地
域
福
祉
を
「
住
民
が
抱
え
る
、
一
つ

一
つ
の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
」

と
定
義
付
け
て
い
る
。「
地
域
」を【
ち
】

か
く
の
人
と
【
い
】
き
の
あ
っ
た
【
き
】

ず
な
、と
い
う
言
葉
遊
び
で
心
を
現
し
、

「
社
協
の
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

「
福
祉
」
を
語
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
熱
い
。

今
回
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ま

の
所
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ａ
・
Ｙ
）

�
旧
安
楽
寺
跡

　
　
　
　（
堀
金
・
岩
原
）

欅

古
き
を
尋
ね
て


